
182         多摩美術大学大学院 修了論文作品集 2015 TAMA ART UNIVERSITY MASTER WORKS 2015       183

デザイン専攻 / プロダクトデザイン領域

飛白 
　飛白とは漢字の一書体であって、点画の中に墨のつかない
ところがある書き方である。別な言い方をすれば、かすれ書
きにしたものである。飛白の「飛」は筆勢の飛動を、「白」
は点画の掠れを意味することである。

飛白体
　飛白体は、楷書、隷書、篆書をもとに独自の表現をとった
もので、草書の流動性をとり入れてもいる。そして「飛」と「白」
を程よく表すところに難もあったようである。飛白のすぐれた
良さを表すため、先人の苦心がまざまざとうかがわれる。 機能する。黒のインクは、物性としてアクリルに染み込んでい

るわけではなく、表面張力で留まり乾燥した状態。水で洗い
流すことにより、元の何も書かれていないキャンバスに戻る。
大胆な大きさで現れる書のアクティブな立体表現は、都市の
ビル群の無機質な印象の空間に、人の動作の痕跡をつくる。

まとめ
　21世紀のモダンデザインについての考え―中国では、今日
のインフォメーションテクノロジーは非常に高速化している。
書籍や新聞やインターネットを通じて様々な情報 を獲得する
ことが可能となった。多くの国外の新鮮で優秀な作品が流入
することにより、伝統的な物が欧米的なデザインに変化して
きた。生活の方法は欧米化してきたが、伝統的な物はあまり
進化していない。書道芸術の多くは平面的な装飾品としてよ
く知られている。書道家によって書かれた作品は気持ちを伝
えるために専門的な技法を用いられている場合が多い。その
技法には筆画が意識的に使われている。筆画の中で特に注
目すべきは「飛白」である。

　伝統的な美しさを持ち、創造的な「伝統美意識と創造的な
デザインの融合」というコンセプトでオリジナル新領域への
応用における可能性を探りたいと思う。そのため、伝統「飛
白」の奥深さ、すばらしさと美しさを、プロダクトに融合する
可能性を探り、新たな領域への応用に現代人のライフスタイ
ルに合ったデザインで、まざまな変化をとらえながら伝えてい
くことを理念にしていきたいと思う。

研究概要
　本研究は伝統文化を新しい形態に進め、特に中国漢文化
の奥深さ、素晴らしさを蘇る為、書道の「飛白」についての
特徴を発想のもとにして、書く速さ、書く力、墨の濃淡、紙
による掠れの美を形成する条件に注目して検証し、そのうえ、
昔の平面感の視覚性と現代プロダクトの融合の可能性を探る
ものである。本研究では漢字の形態の特徴を分析した上、掠
れを中心とする「飛白」に注目し、プロダクトとの関係性に
ついて研究し、評価を行い、伝統的な「飛白」の持つ独特
の風合いや特徴や伝統美を活かした新たなプロダクトデザイ
ンのあり方を提案することを目的とする。 飛白の立体化

　「飛白」についての特徴を発想のもとにして、書く速さ、書
く力、運筆の方向性、紙による掠れの美を形成する条件に注
目して二次元で検証した。その上、新しい飛白の美を発見す
るため、二次元（XY軸）で三つのキーワード―書く速さ、書
く力、運筆の方向性による美と墨の関係性を考え、三次元（XYZ
軸）に応用していきたいと思う。 　
　最初に、流し込みを検証した。流し込みは、墨を樹脂に入
れ、自然に流し、木棒で掠れの運筆方向によって形成される。
樹脂と融合して固まり、その瞬間を保存した。その結果、固まっ
た樹脂の各側から見ると、様々な自然な立体的な掠れの模様
が見られる。
　次に、押し込みを検証した。押し込みは黒は墨で白は余白
を表現した。深い色域に太く、黒いピンは集中し、薄い色域
に細く、白いピンは集中し、黒い糸を用い、掠れの運筆方向
性を表現した。
　そして、映り込みを検証した。若干違う高さのアクリル棒を
扱い、飛白の運筆方向性と書く力によって、単位化で均分さ
れたボードにさし、周りの環境と視線によって、アクリル棒の
様々な映りが出ることを発見した。
　最後に、「残り込み」小さな穴を開けた厚みのあるアクリル
に墨を施す。残った黒のインクの深さの違いにより、多層感、
奥行きのある表現が生まれ、空間が強く意識されるものとな
る。人々の行き交う都市の中でファサードとしての利用展開、
立体表現を考えている。無数の穴が開けられたアクリルのファ
サードは、書(カリグラフィー）を表現するキャンバスとして

王 庚辰
WANG, Gengchen

書道の飛白をもとに新領域への研究
Sense of Beauty of Chinese Characters Applied to Product Design

漢字の美意識を活かしたプロダクト

図1 ： 書道の飛白表現の一部像

図3 ： 流し込み

図5 ： 映り込み

図2 ： 唐の則天皇帝における「昇仙太子」の一部像

図4 ： 押し込み

図6 ： 残り込み
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　具体的には2年間の研究でピーラー（皮むき器）・爪切り・

ピルケース・キーフォルダー・消火具の5つのプロダクトを対

象として検証しながら、あらためてプロダクトデザインに於け

るユニバーサルデザインの在り方について考えた。そこから

空間系のバリアフリーをベースとしたユニバーサルデザイン

ではなく、プロダクトデザインとしてのユニバーサルデザイン

の在り方を導き出し、新たな11ヶ条のガイドラインを提案、

それを用いることでこれからのプロダクトデザインに於けるユ

ニバーサルデザインの在り方を明らかにした。

研究概要
　90年代にアメリカでその概念が提唱されたユニバーサルデ
ザインは、その後広く世界に広がり日本でも2000年代には一
種のブームを巻き起こした。企業はこぞってユニバーサルデ
ザインを取り上げ、その概念を製品に反映させるべくいろい
ろと試行錯誤繰り返ししながら徐々に浸透し、その甲斐あって
日本ではここ10年で障害者のみならず、高齢者や弱者に対し
ての設備の改善、駅や建物などでのエレベーターの普及など
が進み、人々のモラルやマナーも向上して来ていると聞いて
いる。しかし一方で感じられるのがプロダクトデザインに関す

るユニバーサルデザイン化の難しさである。一言で「多くの
人が公平に使える」と言ってもそれはある意味で「広く浅く」
使えると言う事であり、決して個々のプロダクトの利便性が上
がっていると言う事にはならないのではないだろうか。私は
中国からの留学生である。今後人口の多い中国ではプロダク
トデザインを通じて利便性を多くの人々に届ける必要がある
と考えている。そのときにデザイナーとして、どのような考え
方でユニバーサルデザインを扱えば良いのだろうか、私の研
究はそのような問いかけからスタートしている。

郭 書弟
GUO, Shudi

Reconsideration of universal design from the vision of product design
プロダクトデザイン的視野からのユニバーサルデザインの再考

表1 ： 新しいユニバーサルデザイン11原則

2. エアゾール式家庭消火具
初期消火の重要性を考え、障害者でも使えるコンパクトな消火具を提案した。

①エアゾール消火具
②ユーザーの使い状況
③スタンドのデザイン
④手が不自由なユーザーの
　消化具の使用状況

1. ネイルクリッパー
レバーを回転させる事で、手と足の爪両方に使い分けることを提案した。
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　まず、東日本大震災の状況がどのようなものであったかの確
認とともに、現在の防災対策にどのようなものがあるか、日常
生活ではどのような工夫をしているかを挙げた。次に防災意
識について実施したアンケートの結果を記した。研究の対象と
した学童保育の現状を調査した内容を分析し、また調査から
発見した問題に対するデザイン提案として子供たちが使う椅子
をデザインし、初期の試作とその検証結果を記した。そして、 
人が視覚的に安定していると感じられる形にどのような特徴が
あるか、不安定と感じる要因は何かを探った。同時に加重に
耐え、展開して広げられる構造についても検討した。最終デ
ザインを検討し、試作を使った実験と検証の内容、またそこ
から導きだされたデザイン要件を記している。子供たちの日
用品としての椅子を防災用品としても両立させるデザインは、 

「子供が興味を持って日頃から使えること」「大人の助けを要さ
ず、子供だけで扱えること」「様々な用途に使用できることで、
日頃から防災の意識を高められること」が大切である。

途とは違った用途に使うという発想が必要だということであ
る。何の目的で作られたものか、ではなく、そのものが軽
いか、強度があるか、怪我をしないような柔らかいものか、
などである。
　他の用途にも使える可能性があるものは、洗面器や、本
研究で対象とした子供用の椅子など、決して複雑な機能や
用途のために作られていないものが適している。材質や構
造を利用してさまざまに転用できる可能性が期待できるから
である。
　通常の子供用椅子のデザイン要件を考えた場合、座るこ
とに耐えるように安定した造形で、プラスチックや木材や金
属で丈夫に作られ、角がまるく、収納スペースを有効に使う
ためにはスタッキングすることが有効だと考えられる。他の
用途には使用しないことが前提とされるからである。これに
対し、防災という視点でデザインした本研究の対象の子供
用椅子は、地震が起きたときぶつかっても怪我をせず、即
座に子供たち自身が防災ずきんを出して装着でき、避難時
には自分たちで敷き広げてマットとして使用できるというよ
うに、座ることが中心の機能ではあるものの多用途に対応
することが求められるため、柔らかい素材で、収納のため
の内部空間があり、展開して1枚になることがデザイン要件
となる。
　日用品と防災用品を両立させることには他の利点もある。
普段からの防災意識向上に役立つということだ。使い慣れ
ている道具であり、複雑ではない機能であることで、子供に
とって普段から遊びの道具としてさまざまな用途に転用を工
夫できるからである。本研究で日用品と防災用品の両立を
目指して提案した子供用の椅子は、何のためのものか、で
はなく、何に使えるかという自然な発想を導くデザインにも
なったと考えている。

概要　
　2011年3月11日、東北地方太平洋沖地震が発生した。地震
の規模はマグニチュード9.0で、日本周辺における史上最大の
地震である。地震の直後、津波や火災など様々な複合災害
が起きた。また、震源地から離れた東京都内でも交通が寸
断され、多くの人々が帰宅困難となった。
　これまで私たちは現代の生活に合った便利な製品を求めて
きた。しかしこれからは震災の経験をふまえ、便利なだけで
なく災害時にどう役立てるのかが、大切なデザイン要件にな
るのではないか。
　本研究では、日常使っている製品のデザインを災害時にも
役立てるという視点であらためて考え、改良の可能性を模索
した。災害弱者と呼ばれる子供たちの中でも小学生が放課後
に利用する「学童保育」の現場を対象に日常観察から得られ
た要件をもとにして日用品と防災用品を両立させるデザイン
を目指した。

モデルの組み立て方法（図2）
1. 図2–1のように、面を曲げ、マジックテープで止めることで、
椅子の中の支持面を作る。
2. 図2–2のように、マジックテープで中の支持面と外の支持
面を留めることで、椅子が平面から立体になる。
3. 図2–3のように、下の面を止め、完成する。
　子供の防災意識は低いということをふまえ、防災ずきんを
収納する場所であること、避難訓練で必要な機能を有するこ
と、既存の椅子の問題をもとに、修正すべきところを考えた。
防災ずきんの収納を兼ね、展開してマットとなる、柔らかい
素材の組み立て式のデザインとなった。
　日本の子供の座る習慣に対応して、椅子としても個人用の
マットとして複数の人を使うこともできる。また展開したり組
み立てたりする時に、中に収納している防災ずきんなどの災
害用品を目にすることになる。そのような経験がくりかえさ
れることによって、防災意識を高めるようになることが期待
できると考えた。

まとめ
　時代と共に求められるデザインは変化する。
　本研究は、東日本大震災を経た現在、魅力的なデザイン
であると同時に安全で安心と感じられるデザインが求められ
ていると考え、進めてきた。
　魅力があり、同時に安全であること自体はプロダクトデザ
インの基本であると思う。本研究を進めるにあたって調べて
きた製品はそれぞれ魅力と安全性を兼ね備えており、大き
な問題はなかった。しかし、災害時に利用できるか、という
視点であらためて考えてみると、いくつかの問題が見えてき
た。現在でも行われている防災の工夫から分かったことは、
洗面器を頭の保護に使うというように、そのものの本来の用

趙 杰
FU, Chiyi

学童保育の日常観察から考察したデザイン
Aiming for compatibility between daily necessary and disaster supplies
Design based on the observation of daily life in after-school care

日用品と災害用品の両立を目指して

図1 ： 使用例

図2 ： 組み立て方法

椅子 マット 収納 エリアを分ける

図2–3図2–2図2–1
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　「プロダクト」「プログラム」「プロジェクト」として統合的
にデザインし、保育園での検証結果をふまえ「やりとり」を 
活発にするために以下のデザイン要件を導き出した。

「プロダクト」
幼児が視野を広げ動き回れるよう工夫し、各自の行動だけに
没頭せず周りの幼児の行動にも目を向けられるようにデザイ
ンする。

「プログラム」
幼児それぞれの考えや発想を幼児同士が「やりとり」しなが
ら表現できるようみんなが共有できるテーマ(目的)を設ける。

「プロジェクト」
何度も継続して行い、段階を踏んで幼児がプロダクト、プロ
グラムに慣れることを考慮し企画する。

　上記の要件を満たすことで「お絵かき」以外にも、幼児 
同士に「やりとり」を生むデザインを創出できるという持論を
展開している。

研究概要
　幼児同士が会話をしたり、行動を共にしたり、影響を受け合っ
たりというような「やりとり」を通して幼児は協調性、社交性、
伝達力、想像力、思考力、計画性、行動力、達成力などを身
につけることができる。幼児教育の現場において、単に「プロ
ダクト」を幼児に与え自由に遊ばせるのではなく「プロダクト」
の使用方法として「プログラム」もデザインし「プロダクト」と「プ
ログラム」を一つのセットとして、幼児教育の現場に取り入れ
るための「プロジェクト」もデザインすることで幼児同士の「や
りとり」を活発にしてこそ、効果的な幼児教育を行うことがで
きると考え研究に取り組んだ。ケーススタディとして保育園での

「お絵かき」に着目し、お絵かきに使われるプロダクトとして
紙やクレヨンのリサーチと検証を行い、お絵かきに「やりとり」
を生むプロダクトに必要な要素を探り、プログラム、プロジェ
クトを創案している。その上で「みんなでおえかきプロジェク
ト」としてひと月に一度、保育士による絵本の読み聞かせの後、
物語から情景をイメージさせ8人で1枚の紙に絵を描くというプ
ログラムと、読み聞かせ用の絵本、お絵かき用のクレヨン・紙
という3つのプロダクトをデザインした。

西山 桐
NISHIYAMA, Kiri

The Design Research of Creating “Interaction” In Early Childhood Education Fields
幼児教育の現場における「やりとり」を生むデザイン研究

図1 ： 「やりとり」による幼児の遊び

図2 ： デザインプロセス　　1. クレヨンの試作モデル　2. 試作を用いたお絵かきの検証

図3 ： ファイナルデザイン　　1. 「プロダクト」クレヨン・絵本　　2. クレヨン　　3. 保育士の先生による絵本の読み聞かせ　　4. ファイナルデザインを用いたお絵かきの検証
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カラーシステムの差異
　日本と中国の伝統色カラーシステムは明度や彩度に差異が
あり、それは長い時間を経て形作られた。色彩が持つ意味合
いが時代に求められた事によって生まれたものである。差異
の殆は、色彩から決定付けられていると推測される。（図1）

配色実験と結果
　日中両国にとって、配色あるいは配色ルールの中に、より
重要な要素があるのではないかという仮説をもち、配色実験
を行った。（図2）結果、配色実験の中で顕著なのは、日本
の配色、配色ルールともに「馴染む」ことを重要視している
事である。一方中国は配色、配色ルールともに「主張する」
ことを重要視している。（図3–1）

は、データ分析により色相から決定づけられていると論じた。
論のポイントとしては、色の組み合わせる方法によって、日本
と中国の差異があると考え、配色の研究を行った。結果、非
対称・ぼかし・間色の特徴をもつ日本の配色ルールと、対称・
アウトライン・正色の特徴を持つ中国の配色ルールを定義付
けできたと考える。また、日本と中国の近似配色にて比較を
行う事により日本と中国の配色がもつ特徴がより明確に分析
できると考え比較を行った。そこからは、近似配色を用いて
いても視覚重点を変える事によって、日本と中国の特徴が表
現されていると知る事ができた。しかし、研究を進めてきた中、
本研究をより強固にするためには素材の経年変化による色の
変化や、光の影響等の外的要因も色彩研究の重要なポイント
であり、今後の研究課題と考えている。（図3–4 / 図3–5）

研究概要
　人にとって、色は生活環境下において重要な視覚情報であ
り、基本的な感覚である。それぞれの色に対しての感覚は共
感へとつながり、一つの国のカラーシステムを形成している
のである。本研究では、色自体が持つメッセージと色へ影響
を与える素材、この2つの面から日中両国の比較をし、両国
の独特な表現方式の検証を行った。色の今後に向けた更な
る可能性を見出だす事がその目的である。本研究では、はじ
めに日本と中国のカラーシステムを客観的に分析し差異の抽
出を行い、次に日本と中国の歴史的背景が影響した独自の配
色手法と差異分析の考察から、論を構築するための仮説を立
てた。それらをアンケート、実験、素材検証等の手段により
差異を決定づける論を構築したものである。

近似配色の比較と検証
　日本と中国の文化的背景が似かよっている部分があり、服
飾や建築などの方面で近似配色の現象がある。近似配色で
比較を行う事により、日本と中国の配色がつ特徴をより明確
に分析できると考え、近似配色の比較を行った。日本の配
色ルールと中国の配色ルールを表現している検証モデルの
比較は、 両国の特徴を表す事ができる。ここで、この仮説が
成立し論を導き出す事ができた。（図3–2 / 図3–3）

まとめ
　二年間の研究は、伝統色の定義から始め、伝統色の役割
などの文化的背景についての理解をし、日本と中国の伝統色
カラーシステムを分析した。日本と中国の伝統色の差異の殆
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図3 ： 1. 空間に日本の「馴染む」と中国の「主張」を表現　　2, 3. 視覚重点の表現 日本と中国　　4. 素材の経年変化による色の変化　　5.光の影響

図1：日本と中国の伝統色カラーシステムの差異 図2 ： 日本と中国の配色実験


